



　昨年は東日本大震災、福島原発事故とい う未曾有の災害を経験 させ られた年であ りましたが、被災地
の復興が進まない中、平成24年、2012年を迎えました。
　今年は市立札幌病院にとって大きな課題であった静療院の問題に終止符を打つ年とな ります。現在、
本院に隣接して建築中の精神科病棟が2月 には竣工し、4月 から診療を開始する予定となってお ります。
　ここで、この機会をお借 りして、現在に至るまでの市立札幌病院精神科の変遷について述べさせてい
ただきます。
　市立札幌病院精神科は、明治40年に建築された区立札幌病院(現 在の市立札幌病院)円 山精神病舎 に
おいて診療を開始いたしました。その後、市街地の発展に伴い、静療に適した地への移転が必要となり、



















　市立札幌病院においても、この静療院の厳しい経営環境を何 とか打破すべ く病床規模の縮小や救急 ・
急性期精神科医療への対応等の方策(平成17年策定の市立札幌病院パワーアッププランー医療機能を充
実 ・強化した自治体病院をめざして一)を とってまい りましたが、桑園にある本院と平岸にある静療院
とでは、連携 ・支援体制を強化することが難しいのが実態でありました。













　今年は辰年でありますが、辰は 「漢書　律暦志」によると、「動いて伸びる」 「整 う」を意味し、草木
が盛んに成長し、形が整った状態を表す と解釈されるのだそうです。平成24年が、「市立札幌病院が精
神科病棟の新設により一層成長し、整った病院となる」年 となることを心から祈っています。
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